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1. 背景 

固体高分子型燃料電池(PEFC)は動作温度が

低く、小型・軽量化が可能などの点から自動車

への応用が期待されている。カーボンナノウォ

ール(CNW)は、表面積が大きく、導電性が高い

ので、燃料電池の触媒担体として期待されてい

る。本研究では、誘導結合型プラズマ化学気相

堆積法(ICP-CVD)を用いてカーボンファイバ

ークロス上に直接 CNW を高速で合成した。ま

た、これを用いた新しい構造の燃料電池の膜/

電極接合体(MEA)を作製し、発電特性の評価を

行った。 

2. 実験方法 

ICP-CVD による CNW の成長条件は、RF 電

力 500 W、全圧 20 mTorr、温度720℃、ガス流

量 Ar/CH4=100/50、成長時間を30 分とした。作

製した CNWs にアークプラズマ蒸着法を用い

て白金粒子を担持させた。白金担持させた

CNW を用いて MEA を作製し、PEFC の発電特

性の評価を行った。 

3. 実験結果 

 図 1 に ICP-CVD で作製した CNW の SEM 像

を示す。カーボンファイバークロス上に均一に

CNW が成長しているのが分かる。 

図 2 に作製した燃料電池の発電特性（I-V, I-

P）を示す。電流密度を増加させると、電力密

度が増加し、電圧が減少した。これらの結果か

ら、CNW を電極に用いた燃料電池の発電に成

功した。 

 

 

Fig. 1 SEM image of carbon nanowalls formed on 

carbon fiber. 

 

Fig. 2 I-V, I-P characteristics of fuel cell using  

CNWs. 
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